
授業科目名 担当講師名 対象学年 

共通基本技術Ⅰ 

医療安全 
根本 洋子 １年次 

授業形態 単位（時間） 教室等 学期 曜日 時限 

講義 （１０） １年生教室   前期  不定期  不定期 

実務経験 本科目は、看護師として実務経験のある教員による講義 

学修内容 医療事故と看護事故 危険因子 ヒューマンエラー ヒヤリハット 

到達目標 

１ 医療事故の発生する要因を理解し、事故を回避するための基礎的知識

を修得する 

２ 医療機関における組織的な安全管理体制への取り組みを理解する 

３ 看護職を選ぶことの重さと医療安全努力の責務を自覚する 

事前学習 医療事故と看護事故の定義  看護事故の２種５群 

授業計画  

№ 授 業 内 容 

１ 

医療安全を学ぶことの大切さ 

人はなぜ間違いをおかすのか「ヒューマンエラーについて」 

 事故がおこる原因   ～ 事例 ～から学ぶ 

 ヒューマンエラーと医療事故 

 医療事故の現状 

２ 
看護事故の構造 ２種５群 

間違いによる事故の防止３ステップ、危険の予測への事故防止２ステップ 

３ 組織としての医療安全対策 

４ リスク感性を磨く危険予知トレーニング ＫＹＴ基礎４ラウンド法 

５ まとめ 終講試験  

履修上の要件 

看護学概論（看護倫理 医療安全） 

共通基本技術Ⅰ 

心理学 

テキスト、教材、 

参考書 

系統看護学講座 統合分野 医療安全 看護の統合と実践【２】医学書院 

新体系看護学全書 基礎看護学② 基礎看護技術Ⅰ メヂガルフレンド社 

医療安全ワークブック第３版 医学書院  

パソコン プロジェクター                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               

成績評価の方法 筆記試験 80％ 課題レポート 20％ 

備考 「コミュニケーション」と合わせて１単位とする 

 


